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秋の温かさを感じる間もなくあっという間に寒くなりましたね。実習や卒論、課題、就活など

で、まだまだ忙しい毎日だと思います。空気が乾燥して、風邪も引きやすくなっていますので、

体調管理に気をつけて、暖かくして過ごしてください。 

冬休みの長期貸出は下記の通りです。開館カレンダーは、12 月上旬に配布予定です。通常と

開館時間が異なる日もありますので、よく確認をお願いします。図書館 HP でも確認可能です。 

 

・・・・・・・・・・・・冬休みの長期貸出・・・・・・・・・・・・ 

開始日１２月１１日(月)  返却日１月９日(火) 
 

 

 

今月の特集・・・『 』 

11月14日は『いい石の日』。石を加工、配置する技術の巧みさをアピールする日だそうです。 

ふと地面を眺めてみたら、いい石が転がっているかも…？ 

 

● 「ときめく鉱物図鑑」山と溪谷社 編、宮脇 律郎 監修／山と渓谷社【459-ﾔ】 

 …宝石が持つ特徴（色・逸話・割れ方など）を解説しています。お気に入りの石が見つかるかも！？ 

● 「地球にじいろ図鑑」茜 灯里 著／化学同人【459-ｱ】 

 ･･･鉱物と共に、日本の色名、似た色を持つ動植物が紹介されています。色名ごとの自然物の一覧は壮観です。 

● 「鉱物レシピ」さとう かよこ 著／グラフィック社【459-ｻ】 

 ･･･簡単な実験器具さえあればできる、結晶の作り方と標本の飾り方を解説しています。 

● 「サファイア」湊 かなえ 著／角川春樹事務所【913.6-ﾐ】 

 ･･･湊かなえさんによる７編の短編集で、『猫目石』『ムーンストーン』と、どれも宝石の名を冠したお話です。 

● 「宮沢賢治の元素図鑑」桜井 弘 著／化学同人【431.11-ｻ】 

 ･･･宮沢賢治による作品に登場する鉱物を元素周期表順に紹介しています。 

● 「アンダーアース・アンダーウォーター」アレクサンドラ・ミジェリンスカ 作・絵／徳間書店【E-ﾐ】 

 ･･･こちらは『宝石や石』の本…というよりは『地下世界』の本ですが、日常での鉱物の使われ方がわかります。 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

●●編集後記●● 

今年も早いもので、もう11月になりました。いつまで暑いままなのかと思っていたら、あっという間に 

寒くなってしまいました。寒さや乾燥対策をしっかりして、元気に冬を乗り切りましょう！ 

これから長期の休みで本を借りる機会が多くなると思います。本を借りていることを忘れたり汚してしまっ 

たり等しないように、大事に扱っていただくようお願い致します。 

少し早いですが、今回が年内最後の図書館だよりとなります。また来年、元気にお会い 

しましょう。よいお年を！ 

次号の『図書館だより』は2024年1月に発行予定です。バックナンバーはこちら→ 

担当 加羽澤 

貸出ランキング ～9・10月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

4回 どんぐりむらのぱんやさん なかや みわ さく・え 学研教育出版 

4回 モモンガのはいたつやさん ふくざわ ゆみこ 著 文溪堂 

4回 はらぺこあおむし エリック・カール 作 偕成社 

3回 ＮＯ ＤＯＤＯＳ 
ＡＭＡＮＤＡ ＷＡＬＬ

ＷＯＲＫ 
丸善メイツ 

3回 じゃがいもポテトくん 長谷川 義史 作・絵 小学館 

3回 Ｌｉｔｔｌｅ Ｍｏｕｓｅ‘ｓ Ｒｅｄ Ｖｅｓｔ なかえ よしを 作 アールアイシー出版 

 

 

『君に舞い降りる白』関口 尚 著／集英社／B913-セ 

 

舞台は盛岡にある、鉱石を取り扱うお店『石の花』。このお店を中心に、アルバイトをしている学生たちと、 

来店した少女による人間模様が描かれている青春小説です。 

 

主人公は『石の花』でアルバイトをする大学生の修二。過去の経験から『もう人を好きにならない』と心 

に決めた修二のバイト先に、雪衣（ゆきい）という少女が訪れるところから始まります。好きにならないと 

決めたものの、修二は雪衣に一目で引きつけられ、気になり始めます。どうにか彼女を知ろうと質問をする 

も何も話してくれず、結局『名前で呼ばれたがっている』こと以外はわからないまま、二人は徐々に距離を 

縮めていきます。 

 

修二と雪衣に限らず『石の花』で働く人たちにはそれぞれに清算しきれずにいた過去があり、お店での出 

来事をきっかけに、前に進んでいくことを決心します。登場人物たちの決心がつくまでの心情をお店に並ん 

だ鉱石たちが鮮やかに表していて、温かく読み切れます。 

 

推薦者 加羽澤  


